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議 事 録 

 

会議の名称 第 10回上牧町学校統合準備委員会（総務部会）会議 

 

開 催 日 時 令和 6年 2月 21日 午前 10時 00分から 

開 催 場 所 上牧町役場 西館 2階 第 6会議室 

出 席 者 

( 委 員 等 ) 

西尾部会長、福仲委員、西浦委員、大河内委員、竹本委員、 

上西委員 

出 席 者 

(事務局等) 

教育総務課長補佐、教育総務課主事 

㈱トンボ大阪支店 

傍聴の有無 なし 

議 事 録 の 

作 成 方 法 
要点筆記（簡易対話形式） 

会議の議事 

1.開会 

2.制服デザインの検討について 

3.その他（連絡事項等） 

4.閉会 

会 議 資 料 なし 

決 定 事 項 ・令和 6年度に制服デザイン投票を実施する 

特 記 事 項 なし 

次 回 日 程 ・令和 6年 3月中を予定 
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内 容（ 簡 易 対 話 形 式 ） 

 

１．開会 

 

事務局    定刻により開会する。 

 なお、本会議は「上牧町審議会等の設置及び運営に関する規

則」第 10条の規定に基づいて公開とし、会議録作成のためＩＣ

レコーダーで録音していることについてご了承いただきたい。ま

た、本日の会議も先日同様、株式会社トンボ大阪支店様（以下、

「㈱トンボ」という。）にも出席いただいている。 

 それでは、配付資料について確認する。 

 

（事務局が配付資料を確認） 

 

２．制服デザインの検討について 

 

西尾部会長  それでは案件事項の議事を進める。 

前回会議ではブレザーに関する方向性が概ね決まったものの、

スラックス等のボトムスの柄については本日の会議へ持ち越し

となっていたかと思う。早速ではあるが、㈱トンボからサンプル

について説明いただき、意見交換したいと思う。 

 

（㈱トンボからの説明に基づく意見交換） 

 

西尾部会長  それでは、ブレザー及びボトムスについては本サンプルのと

おり 4パターン（制服デザイン投票実施時に公表）に決定し、

令和 6年度にデザイン投票を実施するということでよいか。 

 

（異議等なし） 
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西尾部会長  本案について、何か質問等はあるか。 

 

福仲委員   制服について、本校（上牧中学校）の教員から「キュロットは

選択肢に入れられるのか」という質問を預かっている。キュロッ

トはスラックスやスカートに比べて単価が高いことは承知して

いるが、選択肢に入れることは可能か。 

 

㈱トンボ   作製することは可能である。ただ、ご承知のとおり単価が高い

ほか、キュロットは限られた工場でしか生産できないことから

一定の納期を要する。制服採寸等と納期のスケジュール調整が

必要となることに留意いただきたい。また、サンプルのスカート

は襞(ひだ)の数に合わせて柄の大きさ等を調整しているので、

キュロットにおいて襞(ひだ)の数が変わると柄の印象等も変わ

る可能性がある。 

 

福仲委員   ニーズを把握できているわけではないが、多様性に配慮した

選択肢として用意しておくことに意義があると考えている。 

 

㈱トンボ   キュロットは採用事例こそ少ないものの、ご意見のとおり多

様性に配慮するという考え方は現在の主流となっている。 

 

西尾部会長  ほかに質問等はあるか。 

 

（質問等なし） 

 

西尾部会長  それでは、㈱トンボから今後のスケジュール等について説明

をお願いする。 

 

㈱トンボ   本日、制服デザイン投票にて提示するサンプルが決定したの
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で、次回会議ではサンプル 4 パターン、アンケート（案内チラ

シ、投票用紙 等）の案を提示したいと思う。早ければ令和 6年

4月には実施することもできるが、行政側の事前周知等に関する

スケジュールとの兼ね合いもあると思うので、その点について

は事務局と調整していきたいと思う。ちなみに、校章はいつ頃決

定する見込みなのか。 

 

事務局    順当に可決されれば 2 月中には学校名が決定する。このこと

から、最短で 3 月から校章に関する具体的な協議を開始できる

と見込んでいる。 

 

西尾部会長  投票対象者の範囲はどのように考えているのか。 

 

事務局    当初の想定としては全町民を対象にしたいと考えていたが、

この点については本部会内で協議の上、決定いただきたい。 

 

大河内委員  サンプルは何ヶ所に展示するのか。 

 

㈱トンボ   投票期間中、町内主要施設（3～4 ヶ所想定）ごとに期間を定

めて持ち回っていきたいと考えている。 

 

西尾部会長  ほかに質問等はあるか。 

 

（質問等なし） 

 

西尾部会長  それでは、㈱トンボにはここで退出いただく。 

 

（㈱トンボが退出） 
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西尾部会長  それでは、ここからは本日の案件及び関連事項について意見

交換をしたいと思う。何か意見等はあるか。 

 

福仲委員   制服デザインについては町民の皆さんも関心があることだと

思うので、全町民を対象としていいのではないか。町民の皆さん

に対しては広報紙への折り込みチラシ等による周知とした上

で、児童生徒については別途周知することで少しでも多くの子

どもたちから投票してもらえるような工夫が必要だと思う。 

 

竹本委員   投票者の属性として年代等を収集してはどうか。 

 

事務局    年代等の属性別に係数を設定し、子どもたちの意見を重視す

る等の方法も考えられる。 

 

福仲委員   属性として性別もあると傾向把握しやすいのではないか。 

 

事務局    収集する属性（係数の設定 等）、展示の方法（順番、場所 等）、

関連スケジュールについては、㈱トンボと調整していきたいと

思う。なお、4月に実施するとなれば広報紙 4月号には掲載（又

はチラシの折り込み）する必要があるが、関係者への事前周知、

ポスティング業者への納期等を考慮すると、非常にタイトなス

ケジュールとなるため、5月実施も視野に調整を進める。 

 

福仲委員   エンブレムについては、㈱トンボがサンプルとして提示して

いるものを採用するのか。もし、複数案を作成して制服デザイン

投票とパッケージで投票を実施できればスケジュールを短縮化

できるように思うのだが。 

 

事務局    現在の案に 2 案追加作成した計 3 案をもって投票を実施でき
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れば、町民の皆さんの意見等をより反映することができていい

とは思う。計 3 案の作成が可能かどうかについては㈱トンボに

確認するが、難しいようであれば現在の案を採用しても差し支

えないと考えている。 

 

福仲委員   過去の本部会資料には、学校名、校歌、校章、制服等の選定予

定項目が記載されているが、そのなかに制服エンブレムはない。

当初から制服エンブレムを投票等により選定することは想定し

ていなかったのか。 

 

事務局    制服エンブレムについては、あくまでも制服デザインの一部

として捉えていた。そのことから、本日の会議で決定したサンプ

ルデザインと現在のエンブレム案は一体的なものと捉えて差し

支えないと認識している。 

 

福仲委員   エンブレムについては㈱トンボの回答を待って判断するもの

として理解した。エンブレムに類似する選定項目として校章が

あるが、校章のデザインについてはエンブレムと関連付ける必

要はない旨の説明が以前の会議で㈱トンボからあったように思

う。校章については校旗の製作等にも影響することから早めに

選定を進めるべきだと思う。 

 

西浦委員   学校名に関して、現時点においては上牧町教育委員会での審

議前ということにはなるが、仮に可決された場合、統合中学校は

現在の上牧中学校と同じ学校名ということになる。これは公募

や投票の結果ではあるが、これを踏まえると、学校の歴史継承等

に関する取扱は検討中ではあるものの、校章も現行のままとす

る方法も選択肢としてはあるように思う。 
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上西委員   「学校適正化だより」等で校章や校歌については案を募集する

旨を記載している以上、本部会の協議のみで現行のままとする

のは望ましくないと思う。現行のままという選択肢も前向きに

考えるのであれば、まずは現行のままでよいか、それとも改めた

いかということをアンケート調査する必要があるのではない

か。個人的には、新たな中学校をつくっていくという意味でも、

校章や校歌は案を募集して改める方が望ましいと考えている。 

 

西尾部会長  校章等のデザインに関する案を募集するとなると、応募数に

応じたデザイン数から合理的に選定しなければならない。つま

り、不採用となる案には不採用となった理由が必要となること

から、相当難しい判断が求められ、現実的ではない。 

 

西浦委員   本校区（上牧第二中学校区）は、子どもたちの数で見ても少数

派であり、現行のままでよいかどうかをアンケート調査しても、

上牧中学校区の子どもたちとの人数の差により決してしまうこ

とが懸念される。アンケートにより根本的な方向性を決めてし

まうのは公平ではない。 

 

福仲委員   校章に関する各意見をまとめると、「校章は案を募集して改め

る方が望ましい」「応募数が多すぎると判断が難しくなり過ぎ

る」「アンケートによる意向調査は公平さに欠ける」ということ

であるが、当初の想定として過去の本部会資料を見ると、校章に

ついては中学校美術部の生徒等から案を募集する旨の記載があ

る。この方法であれば、各自懸念しているリスクを回避しながら

子どもたちの思いを校章に込めることができるのではないか。 

 

竹本委員   ご提案のように、あくまでも子どもたちの意見を取り入れて

いくことを優先すべきだと思う。ただ、美術部の生徒たちから上
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がってきた案をそのまま採用するというのは難しさもあるた

め、両校の生徒にそれぞれ現行の校章から派生する形でデザイ

ン案を作成依頼し、それを専門家等に依頼して融合させていく

ような過程が望ましいのではないか。 

 

事務局    ご提案の方法は当初想定していたものに近いが、複数案を融

合させていく方法とした場合、完成品のイメージが元の各案の

イメージと乖離してしまい、全くの別物となってしまうことが

懸念される。1案に絞ってから専門家に依頼・調整（ブラッシュ

アップ）という流れが望ましいのではないか。 

 

西浦委員   1つの案を作成するということであれば、両中学校の美術部が

合同で作成する方法がいいのではないか。 

 

西尾部会長  ほかに意見等はあるか。 

 

（意見等なし） 

 

西尾部会長  それでは、本日の協議事項等を整理したい。 

① 制服デザイン案については、本日の会議で決定したとおり

とし、制服デザイン投票のスケジュール及び運用方法等に

ついては、エンブレムのパッケージ投票等の可否、関係者

への周知日程との兼ね合い等を㈱トンボに確認の上、事務

局にて調整する。 

② 校章については、両中学校美術部が合同で作成したものを

専門家が仕上げていくこととし、美術部の活動は両中学校

が主体となって調整する。 

③ 校歌については特に意見がなかったので、当初想定してい

たようにフレーズを募集する。 
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 一部こちらで解釈した部分もあるが、本日の協議に基づく今

後の方向性等については、この認識でよいか。 

 

（異議等なし） 

 

３．その他（連絡事項等） 

 

西尾部会長  最後に、委員又は事務局から何か連絡事項等はあるか。 

 

事務局    まずは、㈱トンボへの確認を経て今後の投票スケジュール等

を調整することになるが、関係者への周知日程等を考慮すると

可能な限り早い時期に本部会にてチラシの案等を確認いただき

たいと考えている。このことから、㈱トンボのサンプル製作期間

にもよるが、3月中には次回会議を開催したい。 

 

西尾部会長  ほかに連絡事項等はあるか。 

 

（連絡事項等なし） 

 

西尾部会長  それでは、本日の案件事項は以上となるため事務局に進行を

移したいと思う。 

 

４．閉会 

 

事務局    以上をもって第 10回上牧町学校統合準備委員会（総務部会）

会議を閉会する。 

 

以上 

 


